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町民と議会をつなぐ

定例会毎に発行
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YouTubeで
議会映像配信中

河津寄って軽トラ市

P. ２～ P. ３　令和８年議員の抱負
P. ４～ P. ５　出張！河津町議会
P. ６～ P. ７　議会改革特別委員会
P. ８　　　　 定例会・臨時会　

P. ９～ P.13　町政を問う
▶︎一般質問（５人）

P.14　　　　 議会のうごき・常任委員会・
　　　　 一部事務組合
P.16　　　　 私の一言 　

▶︎河津寄って軽トラ市実行委員長／濱野　直人
▶河津町商工会青年部長／飯田　喜治
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令和8年

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
日
本
初
の
女
性
総
理
大
臣
が
誕
生

し
、
河
津
町
に
お
い
て
も
新
町
長
が
誕
生
と
な

り
、
国
も
当
町
も
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な

り
ま
し
た
。

　
新
町
長
は
所
信
表
明
で
「
動
く
、
動
か
す
、

や
っ
て
み
る
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
―
ズ
の
も
と

六
つ
の
重
点
施
策
を
示
し
ま
し
た
。
新
し
い
取

り
組
み
に
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
町
の
取
り
組
み
を
チ
ェ
ッ
ク
し

な
が
ら
議
論
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
は
今
年
選
挙
の
年
で
す
。
町
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
溢
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
議
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
河
津
町
議
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

北島正男 第１常任委員長遠藤嘉規 第２常任委員長 桑原　猛 副議長

渡邉　弘　議長

議員の抱負議員の抱負

　
副
議
長
と
し
て
議
会
に
携
わ
り
、
活
発
な
議

会
を
目
指
し
下
支
え
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
議
会
改
革
特
別
委
員
長
を
兼
任
し
て
い
る

中
、
議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
、
災
害
時
の
議

員
の
行
動
な
ど
次
の
世
代
に
継
な
げ
る
議
会
を

目
指
し
ま
す
。

　
個
人
的
に
は
バ
ン
ド
で
の
ラ
イ
ブ
を
成
功
さ

せ
た
い
で
す
。
ま
た
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
関

わ
っ
て
、
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
町
の
人
や
コ
ト
に
近
い
と
こ
ろ
で
改
善
す
べ

き
を
是
正
し
、幸
せ
な
「
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
微
力
な
が
ら　
働
い
て
働
い
て
働
い
て
ま
い

り
ま
す
（
笑
）

　
移
住
者
で
現
介
護
士
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

障
害
者
関
連
に
携
わ
っ
た
経
験
を
活
か
し
、
多

面
的
な
活
動
を
す
る
。

●
「
み
ん
な
で
み
ん
な
の
盆
踊
り
」
の
恒
例
化
。

●
練
習
中
の
楽
器
「
二
胡
」
を
弾
い
て
老
人
施

設
の
皆
で
一
緒
に
歌
う
。　

　
今
年
は
第
17
期
議
会
ゴ
ー
ル
の
年
。議
会
は
、

町
民
が
住
み
や
す
い
町
を
、
自
ら
の
手
で
実
現

す
る
た
め
の
手
段
。
年
齢
、
性
別
問
わ
ず
多
様

性
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。議
会
改
革
を
進
め
、

女
性
や
若
者
が
選
挙
に
出
て
活
動
し
や
す
い
議

会
を
目
指
し
て
、
少
し
で
も
前
進
出
来
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　
個
人
的
な
目
標
は
、
体
重
が
最
大
な
の
で
元

に
戻
し
、
趣
味
を
再
開
で
き
た
ら
い
い
な
ぁ
。



（ 3 ）

河津町議会だより 第108号 令和 8 年１月21日

稲葉　静 議員福沢宏幸 議員 正木誠司 広報常任副委員長

宮崎啓次 監査委員上村和正 第１常任副委員長 渡邊昌昭 広報常任委員長

　
実
は
河
津
桜
も
河
津
桜
の
故
郷
で
あ
る
我
々

が
住
む
河
津
町
も
、
日
本
中
の
若
い
方
々
の
知

名
度
は
そ
ん
な
に
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
知
名
度

が
低
い
こ
と
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
も
っ
と
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
魅
力
を
発
信
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
河
津

町
に
多
く
の
方
に
来
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
個
人
的
目
標
は
、
今
年
も
健
康
第
一
で
過
ご

し
、
昨
年
よ
り
更
に
ス
リ
ム
に
な
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
！

　
新
た
な
町
長
を
迎
え
、
新
し
い
年
に
、
議
会

に
つ
い
て
町
民
の
皆
様
に
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
積
極
的
な
広
報
活
動
を
実
施
し
、
町
政

へ
の
パ
イ
プ
役
に
な
れ
る
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
。
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
個
人
的
に
は
時
間
を
作
っ
て
、無
理
を
せ
ず
、

健
康
に
留
意
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て

い
き
た
い
。

　
野
に
咲
く
一
輪
の
花
の
様
に
、
人
生
は
一
日

一
日
の
積
み
重
ね
。
何
よ
り
も
今
、
こ
の
瞬
間

を
精
一
杯
生
き
る
こ
と
。

　
人
と
の
出
逢
い
と
同
じ
よ
う
に
、
言
葉
と
の

出
逢
い
が
人
生
を
変
え
て
い
く
こ
と
を
実
感
す

る
。
継
続
こ
そ
最
高
の
才
能
。
諦
め
な
い
努
力

こ
そ
未
来
を
切
り
拓
く
。

　
新
た
な
年
を
迎
え
、
健
康
に
留
意
し
、
町
の

発
展
と
町
民
の
し
あ
わ
せ
を
願
い
つ
つ
。

　
地
方
自
治
に
と
り
ま
し
て
、
経
済
的
に
厳
し

い
時
代
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
地
方
行
財
政
の

健
全
か
つ
効
果
的
な
運
営
が
出
来
ま
す
よ
う
、

議
会
選
出
監
査
と
し
て
職
務
に
務
め
、
人
口
減

少
対
策
の
た
め
の
移
住
者
支
援
や
引
き
続
き
公

共
交
通
の
問
題
点
も
取
組
み
ま
す
。

　

私
的
に
は
、
現
在
の
体
力
を
維
持
し
つ
つ
、

縁
結
び
の
女
の
神
様
、
姫
宮
神
社
を
地
域
の
氏

子
の
皆
さ
ま
と
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
河
津
町
議
会
議
員
と
し
て
、若
さ
と
行
動
力
、

そ
し
て
ま
っ
す
ぐ
な
言
葉
を
大
切
に
し
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
声
に
一
番
近
い
存
在
と
し
て
、

河
津
町
の
可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
体
調
管
理
を
徹
底
し
、

健
や
か
で
行
動
力
あ
る
身
体
づ
く
り
に
も
励
ん

で
い
き
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
「
午
年
」
で
す
。「
老
い
た

る
馬
は
、
道
を
忘
れ
ず
」
長
年
の
経
験
を
積
ん

だ
人
は
、
年
を
重
ね
て
も
身
に
つ
け
た
知
識
や

技
術
、判
断
力
を
失
わ
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。

先
輩
方
の
声
に
耳
を
傾
け
、
観
光
施
策
、
地
域

医
療
、
地
域
産
業
力
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
河

津
町
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
趣
味
の
温
泉
と
バ
イ
ク
で
ま
だ
見
ぬ
世
界
を

見
て
み
た
い
。
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9月開催の河津寄って軽トラ市に町議会として参加し、アンケートをさせていただきました。
その結果をお知らせします。
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居住地は？ 何歳ですか？

単位：人 単位：人

18歳未満
11

30代
9

40代
9

50代
1760代

26

70歳以上
28

上河津地区
13

川西地区
22

川東地区
35

見高地区
18

賀茂郡内
6

県内 1
県外
5

出張！河津町議会
～あなたの声を聞かせて～

 in 第48回 河津寄って軽トラ市

in 第48回 河津寄って軽トラ市

Part2

１位　わさび ・ わさび製品色々

２位　みかん ・ 柑橘類

３位　干物 ・ 海産物

４位　和洋菓子類

５位　うなぎ料理
・ 肉チャーハン　 ・ 鹿肉や猪肉

・ ズガニ　 ・ 海鮮丼

・ 小麦まんじゅう　 ・ チーズどら焼き

・ 担々麺　 ・ 旬の地野菜

・ サザエ丼　 ・ 屋台ラーメン　etc

河津町のおいしいものは？

１位　わさび ・ わさび漬け

２位　みかん ・ 柑橘類

３位　干物

４位　踊り子まんじゅう

５位　チーズどら焼き
・ 温泉塩　 ・ ジビエを使ったペットフード

・ 踊り子の菓子　 ・ ニューサマーゼリー

・ バターどら焼き　 ・ キンメの煮付けパック

・ 河津桜のお菓子　 ・ 七滝の風鈴

お土産には何を持って行く？
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河津町の特産品と言えば？

子どもたちに聞いてみました！

新たな名物を作るとしたら？

＊河津町に新しく何が欲しい？
・思いっきり遊べる広い公園が欲しい！
・河津桜のキーホルダーやアクセサリー
・アイスクリームやソフトクリームの専門店
・一日中遊べて買い物が出来る「ららぽーと」
・スタバやマクドナルドや気軽に入れるカフェ
・「ローソン」限定販売のチケット等がある。
　　今は、わざわざ下田まで行ってるから大変！　

アンケートにご協力いただき本当にありがとう
ございました。
皆さまから頂いたご意見を町内の関係団体等へ
広く周知し、河津町がもっともっと良い町とな
るよう、今後も頑張っていきますのでよろしく
お願いします。
今後も軽トラ市でアンケートの機会を作ります
ので、多くの方の意見をお寄せください。

（広報常任委員長）

・ 日持ちするお菓子

・ 日持ちするチーズどら焼き

・ マンゴーやアボガド ・ バナナ等の

　熱帯のフルーツ

・ 天城甘茶を使った製品

・ 鹿肉や猪肉でジビエ料理 

・ 柑橘類を使ったジャムや菓子

・ わさびの辛味を活かした商品 

・ 海を活用したアクティビティー

・ 河津川の天然素材料理

・ 川津来宮神社をもっとアピール

１位　わさび ・ わさび製品

２位　みかん ・ 柑橘類

３位　カーネーション

４位　干物

５位　天城甘茶
・ 絹さや　 ・ 花菖蒲　 ・ 河津川の鮎

・ ズガニ　 ・ ニューサマーオレンジ

・ 定置網の新鮮な魚 （特にアジ）　

・ 伊勢エビやアワビ ・ さざえ
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仕事
内容

報酬・
手当

労働
時間

年金・
定年等

議会って？議会って？議会って？議会って？議会って？議会って？
＊

＊

＊

＊

議 会
革改

職種：河津町議会議員
仕事の内容：
・３月、６月、９月、12月の定例会での議案等審議、一般質問
・その他の出席及び開催する会議体
　臨時会、議会運営委員会、議会全員協議会、議員説明会
・第１常任委員会、第２常任委員会、広報常任委員会の活動
・定例会の無い月に資質向上のための勉強会等を行なう月例会
・議会改革特別委員会　毎月 1回開催
　　現在、議員のなり手不足の解消に向けた協議を進行中
・一部事務組合（他市町との共同運営）の議会議員
　　�東河環境センター、下田地区消防組合、伊豆斎場組合、下田メディカルセンター
　　基本的に 2月、8月に定例会開催
・行政等から依頼のあった催事等への出席

任期 4年間（次回選挙は令和 8年 9月ごろ）

就業場所
〒 413− 0595
静岡県賀茂郡河津町田中 212-2
最寄り駅（　　　　　　河津　　　　　駅）から［ 　□徒歩 15分　□車で（　 3　分）

マイカー通勤 □マイカー通勤可 □駐車場あり
年齢制限 25歳以上
学歴 □不問　

必要な経験・知識・
技能等

□あれば尚可
□不問 （スマートフォン使用　　　　　　　　　　　　　　　 ）

必要な PCスキル Word ができるとありがたい
必要な資格 日本国籍を有し、河津町に 3か月以上住所があること（その他公職選挙法に準ずる）

基本給（a) 202,000円～295,000円　※議長・副議長・各常任委員長は役職手当含む

賞与
□制度あり➡︎
□制度なし

前年度　□あり➡
 実績　 □なし

支給回数：年  2  回
賞与月数：計3.68ヶ月分　賞与額743,360円～1,085,600円

就業
時間

10時 00分～ 17時 00分

就業時間に関する特記事項：会議体が開催される場合（議員としては年中無休）

休日等 会議規則による（疾病、忌引き、産休制度あり）

　　無し

✔

✔

✔

✔

✔ ✔

✔

✔

河津町議会だより 第108号 令和 8 年１月21日

求人票に例えてみました求人票に例えてみました求人票に例えてみました求人票に例えてみました求人票に例えてみました求人票に例えてみました
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・
右
記
の
仕
事
内
容
の
補
足

　
定
例
会

　

四
半
期
ご
と
開
催
さ
れ
、

特
に
３
月
の
定
例
会
は
翌
年

度
の
予
算
審
議
、
９
月
の
定

例
会
は
前
年
度
の
決
算
審
議

を
行
う
た
め
、
議
員
全
員
に

よ
る
特
別
委
員
会
を
そ
れ
ぞ

れ
設
置
し
、
延
べ
２
週
間
程

度
の
期
間
を
要
す
る
。

　
常
任
委
員
会

　
所
管
す
る
課
の
業
務
に
つ

い
て
自
主
的
に
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
調
査
研
究
を
行
う
。

　
第
１
常
任
委
員
会
は
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
構

成
員
。
第
１
、
第
２
常
任
委

員
長
は
各
種
町
組
織
の
委
員

会
等
の
構
成
員
。

※
議
長
は
賀
茂
郡
議
長
会
、

静
岡
県
町
村
議
会
議
長
会
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
の
構

成
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
言
で
言
う
と
「
議
決
を

す
る
」
と
言
う
こ
と
で
す
。

定
例
会
・
臨
時
会
で
議
案
等

を
審
議
し
ま
す
。

　
議
員
は
町
の
事
業
を
実
施

前
後
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
町
民
の
声
を
届
け
る
為
に

各
課
に
相
談
す
る
等
、
行
政

へ
の
働
き
か
け
を
行
い
ま

す
。（
要
望
、
陳
情
、
請
願

が
段
階
的
に
あ
り
ま
す
。）

　
ま
た
、
議
員
に
は
定
例
会

で
の
一
般
質
問
の
機
会
が
あ

り
、
町
民
か
ら
の
意
見
等
を

自
分
な
り
に
判
断
し
、
行
政

に
質
問
し
た
り
、
行
政
に
正

し
て
も
ら
い
た
い
事
柄
を
問

う
権
利
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
＝
行
政
機
関
が
提
案

し
た
も
の
を
、
町
や
町
民
の

為
に
最
善
か
を
議
論
し
て
議

決
す
る
の
が
議
会
で
す
。

　
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
「
行

政
、
議
会
が
両
輪
に
な
っ
て

町
政
を
前
に
進
め
る
。」
と

表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
行
政

と
議
会
は
住
み
よ
い
町
を
つ

く
る
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
町
政
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

・
議
員
定
数
削
減

・�

議
員
報
酬
に
つ
い
て
検
討

を
依
頼

・�

ア
プ
リ
を
使
っ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
情
報
共

有
、
内
部
文
書
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化

・�

議
場
へ
の
デ
ジ
タ
ル
機
器

持
ち
込
み
の
自
由
化

・
複
数
会
議
の
同
日
開
催

・�

委
員
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
可

・�

議
会
だ
よ
り
を
定
例
会
後

翌
月
発
行

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信

・�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
見
や
す
さ

の
追
求

・�

一
般
質
問
を
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
配
信

・�

常
任
委
員
会
活
動
の
活
発

化
・�

民
間
団
体
と
実
証
実
験
の

実
施

議
員
に
な
っ
た
ら
何

が
で
き
る
の

役
場
と
の
関
係
性
は

な
り
手
不
足
解
消
の

た
め
に
改
革
し
て
き

た
こ
と

議員のコメント
　町のために何とか役に立ちたいとの思いだけで議員
を目指したが、いざなってみると、右も左もわからな
い状態で議会の一員になった。先輩議員から助言をも
らい、また同期議員とも意見交換をしながら活動を
行っている。

議員のコメント
　町民の皆様からいろいろお声掛けしてもらっている
のに、実現できないことが悔しい時もあります。でも
行政と協議することで声を届け続けることが大事と思
います。また町民の皆さんに正確な情報を伝えるよう
に心がけています。

議員のコメント
　年間 80日程度の公務がある。議員にな
る前と比べ町の様子や、政治に関心が深ま
り、やりがいのある仕事として取り組んで
いる。下世話ではあるが子育て中の別収入
は結構助かった。
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　令和７年第４回定例会が、12月９．10日に開催され、議長から諸般の報告、町長の
所信表明と行政報告、議員５名による一般質問が行われた。　次に、条例案件１件、補
正予算４件、同意案件１件の６議案を審議し、同意・可決した。

「
動
く　

動
か
す　

や
っ
て

み
る
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
も
と
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
変
革
を
行
い
、
次
の

世
代
に
向
け
て
持
続
可
能
な

町
に
し
て
い
く
。
そ
の
た
め

の
６
つ
の
重
点
施
策

●
河
津
桜
発
祥
の
地
と
し
て

磨
き
上
げ
と
プ
ラ
イ
ド
構
築

●
稼
ぐ
自
治
体
の
体
制
づ
く

り●
１
次
産
業
の
活
性
化
協
力

と
６
次
産
業
化
へ
の
支
援

●
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の

構
築

●
活
気
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生

●
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
の
早

期
開
通
と
町
内
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
促
進

こ
れ
ら
の
現
状
を
把
握
し
町

民
、
関
連
団
体
、
事
業
者
、

議
会
、
町
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
町
政
を
進
め
て
い
く
。

●
財
政
調
整
基
金
の
運
用
と

し
て
額
面
１
億
円
で
３
年
満

期
の
国
債
を
購
入

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
福
祉
事
業
を
主
に
藤
塚

美
佐
子
隊
員
に
、
移
住
定
住

促
進
事
業
を
主
に
前
田
優
奈

隊
員
に
委
嘱
し
５
名
体
制
と

し
た
。

●
地
域
防
災
訓
練

１
，
８
２
５
人
が
参
加

陸
上
自
衛
隊
滝
ケ
原
駐
屯
地

隊
員
に
よ
る
訓
練
を
実
施
し

て
い
た
だ
い
た
。

●
町
民
文
化
祭

１
，２
７
５
人
が
来
場
さ
れ
、

主
催
の
町
文
化
協
会
と
関
係

者
に
感
謝
し
ま
す
。

●
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝

４
か
月
間
練
習
を
積
ん
だ
12

名
が
出
場
。
町
の
部
８
位
、

ふ
る
さ
と
賞
受
賞
。
選
手
、

監
督
、
コ
ー
チ
、
関
係
者
に

感
謝
と
、
応
援
の
皆
さ
ま
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令和７年 第４回  定例会（抜粋）

町
長
の
所
信
表
明
と
行
政
報
告
（
抜
粋
）

同
意・可
決
さ
れ
た
議
案

●
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
４
，
６
３
２
万
円

を
追
加
し
予
算
総
額
を
48
億

８
７
９
万
６
千
円
と
し
た
。

（
主
な
内
訳
）

行
政
事
務
包
括
業
務
委
託

料
、
障
害
者
支
援
費
、
帯
状

疱
疹
予
防
接
種
扶
助
費
、
上

佐
ケ
野
水
路
修
繕
料
、
河
津

桜
ま
つ
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
補

修
、
中
学
校
武
道
場
の
修
繕

料
、
給
食
セ
ン
タ
ー
排
水
処

理
修
繕
料
。

●
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
の
特
別
会
計
補
正
予
算
と

水
道
事
業
の
補
正
予
算
を
可

決
。

●
教
育
長
の
任
命

鈴
木
弘
光
氏
を
再
任

第
３
回
11
月
20
日

●
補
欠
選
挙
で
当
選
し
た
福

沢
宏
幸
議
員
の
議
席
番
号
の

決
定
、
常
任
委
員
の
選
任
と

東
河
環
境
セ
ン
タ
ー
議
員
選

挙
を
行
っ
た
。

　
こ
の
度
、
河
津
町
議
会

議
員
と
し
て
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
に
あ
た
り
、

河
津
町
が
持
つ
魅
力
や
可

能
性
、
そ
し
て
大
き
な
伸

び
し
ろ
を
さ
ら
に
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

移
住
・
観
光
・
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
流
れ
を
強
め
る
こ

と
で
町
全
体
の
活
性
化
に

つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
人
が
集
ま
り
、
に

ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
こ
と

で
、
河
津
町
民
の
み
な
さ

ん
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

必
ず
高
ま
る
は
ず
で
す
。

河
津
町
の
未
来
の
た
め
、

そ
し
て
町
民
の
み
な
さ
ま

の
力
と
な
れ
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
必
死
に
走
り
抜
い

て
い
き
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

大
川
良
樹
新
町
長

―
―
所
信
表
明
―
―

―
―
行
政
報
告
―
―

臨

時

会

福 沢 宏 幸 議員
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

質
問

答
え

質
問

答
え

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

役
場
が
稼
ぐ 

と　
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り
は

財
源
は
厳
し
く
、
様
々
な
手
法
を
考
え
る

バ
ガ
テ
ル
公
園
の
管
理
と
こ
れ
か
ら

年
度
内
に
方
向
性
を
決
め
た
い

官民協働での「稼げるまちづくり」　こうなれば素晴らしい。
北
きた

 島
じま

 正
まさ

 男
お

 議員

質
問　
管
理
会
社
撤
退
後
、

町
の
人
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
的
な

事
業
体
で
管
理
し
、
河
津
町

の
お
金
は
、
地
元
で
循
環
さ

せ
る
「
稼
げ
る
町
」
の
一
環

と
考
え
た
い
。
ま
た
、
管
理

会
社
が
撤
退
し
た
経
緯
は
。

町
長　
事
業
再
生
検
討
委
員

会
の
意
見
や
、
予
算
編
成
に

も
関
わ
る
が
、
存
続
・
憩
い

の
場
・
企
業
誘
致
な
ど
色
々

考
え
年
度
内
に
方
向
性
を
決

め
議
会
な
ど
に
意
見
を
伺
う
。

企
画
調
整
課
長　
現
指
定
管

理
者
は
黒
字
化
が
難
し
い
と

の
経
営
判
断
に
よ
り
撤
退
と

な
っ
た
。

質
問　
一
部
に
町
民
の
遊
具

公
園
や
観
光
誘
客
と
建
物
活

用
の
再
構
築
、
バ
ラ
の
守
り

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町
民
参

画
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
改
革

で
、「
町
の
宝
」
と
し
て
稼

げ
る
公
園
に
よ
み
が
え
さ
せ

る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で
解
決

に
向
か
う
の
か
。

町
長　
基
本
的
な
土
地
の
こ

と
や
、
将
来
構
想
に
よ
り
、

新
た
な
施
策
を
考
え
方
向
を

見
出
し
た
い
。

他
「
労
働
力
減
少
の
補
い

方
」
１
件

質
問　
町
民
の
税
金
や
地
方

交
付
税
以
外
に
国
・
県
か
ら

予
算
を
引
き
出
す
企
画
力
が

必
要
。
ま
た
、
町
有
財
産
の

活
用
、
ふ
る
さ
と
納
税
拡
大

な
ど
稼
ぐ
方
法
は
色
々
あ

る
。
町
長
の
言
う
稼
ぐ
自
治

体
の
方
向
性
と
プ
ラ
ン
は
。

町
長　
町
税
は
10
億
円
を
切

り
、
今
後
入
湯
・
宿
泊
・
観

光
等
の
各
税
を
検
討
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
２
億
円

を
目
標
に
し
た
い
。

総
務
課
長　
観
光
庁
補
助
の

獲
得
を
は
じ
め
、
補
助
事
業

を
確
認
し
つ
つ
関
連
団
体
と

共
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

質
問　
町
民
の
所
得
や
雇
用

の
増
加
で
町
の
活
況
を
高
め

る
「
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
官
民
で
ど
う
作
る
か
。

町
長　
現
河
津
町
は
、
マ
ン

パ
ワ
ー
と
予
算
に
限
界
が
あ

る
と
感
じ
、
※「
地
域
活
性

化
起
業
人
」
の
制
度
の
活
用

を
検
討
し
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
の
発
掘
、
実
証
実
験

の
応
援
な
ど
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
民
間
企
業
の
誘
致
や

官
民
連
携
型
体
制
づ
く
り
に

努
め
る
。

※
三
大
都
市
圏
企
業
の
社
員

を
地
方
自
治
体
に
派
遣
し
、

地
域
課
題
解
決
に
従
事
す
る

制
度
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渡
わた

 邊
なべ

 昌
まさ

 昭
あき

 議員

質
問　
農
業
の
後
継
者
支
援

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

町
長　
着
実
に
経
営
が
成
り

立
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

農
業
者
だ
け
で
な
く
、
商
工

業
者
の
後
継
者
対
策
も
あ
わ

せ
て
検
討
し
た
い
。

質
問　
農
産
物
や
加
工
品
な

ど
を
河
津
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

発
信
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
河
津
ブ
ラ
ン
ド

に
対
す
る
町
長
の
考
え
は
。

町
長　
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
は

Ｊ
Ａ
等
関
係
機
関
と
協
力
し

て
進
め
た
い
。
情
報
発
信
に

つ
い
て
も
都
市
と
農
村
交
流

事
業
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
出

展
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い

き
た
い
。

質
問　

所
信
表
明
の
中
に

あ
っ
た
「
１
次
産
業
の
活
性

化
協
力
と
６
次
産
業
化
に
向

け
た
支
援
」
と
あ
る
が
、
そ

の
詳
細
と
具
体
案
は
。

町
長　
産
業
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
農
林
水
産
物
や
新
た

な
産
品
の
開
発
等
民
間
事
業

者
の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い

く
。
都
市
と
農
村
交
流
事
業

に
て
、農
作
業
体
験
と
併
せ
、

ツ
ア
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
商
品

化
を
進
め
る
。

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

質
問

答
え

質
問

答
え

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

みんなの廃校プロジェクトHPより

農
業
の
振
興
対
策
は

後
継
者
対
策
や
補
助
制
度
も
検
討
す
る

廃
校
（
旧
東
小
、
旧
西
小
）
に
つ
い
て

答
申
に
沿
っ
て
進
め
る

質
問　
旧
東
小
と
旧
西
小
は

廃
校
と
な
り
３
年
が
経
と
う

と
し
て
い
る
。
旧
東
小
は
ド

ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
で
募
集
し
、

旧
西
小
は
み
ん
な
の
廃
校
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
載
さ
れ
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
。

総
務
課
長　
旧
東
小
は
事
業

説
明
会
、
現
地
説
明
会
の
参

加
申
し
込
み
が
な
く
、
み
ん

な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

掲
載
し
た
。
旧
西
小
は
問
い

合
わ
せ
が
５
件
ほ
ど
あ
っ
た

が
、
も
う
少
し
詰
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問　
２
校
の
活
用
状
況
は

防
災
課
長　
旧
東
小
は
本
年

７
月
の
地
震
の
津
波
警
報
に

よ
り
避
難
者
40
人
を
受
け
入

れ
た
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

旧
東
小
の
資
料
展
示
室
は
年

間
２
～
３
回
の
見
学
を
受
け

入
れ
、
旧
西
小
は
、
町
史
編

纂
等
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　
取
り
壊
し
に
つ
い
て

は
考
え
る
か
。

町
長　
民
間
企
業
を
取
り
込

み
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

い
、
検
討
委
員
会
の
答
申
に

沿
っ
て
進
め
、
５
年
を
め
ど

に
再
検
討
を
す
る
。　

他「
道
路
管
理
に
つ
い
て
」１
件
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一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う町政を問う

質
問

答
え

質
問

答
え

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

町
政
に
お
け
る
防
災
へ
の
思
い
は

地
域
の
再
生
が
防
災
力
向
上
に
繋
が
る

伊
豆
縦
貫
道
早
期
開
通
へ
の
思
い
は

町
が
一
体
と
な
っ
た
要
望
活
動
を
考
え
た
い

商工会・観光協会・区長・役場・議会で国交省・財務省へ行った縦貫道要望活動
遠
えん

 藤
どう

 嘉
よし

 規
のり

 議員

質
問　
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

天
城
峠
区
間
を
町
政
で
ど
う

位
置
づ
け
て
い
る
か
。

町
長　
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

は
伊
豆
南
部
地
域
念
願
の
道

路
で
あ
り
、救
急
医
療
支
援
、

観
光
・
経
済
振
興
、
防
災
・

緊
急
輸
送
の
三
つ
の
効
果
を

持
つ
「
命
を
守
る
道
路
」。

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
も
踏

ま
え
、
町
の
発
展
に
不
可
欠

な
最
重
要
イ
ン
フ
ラ
、
全
線

早
期
開
通
を
目
指
す
。

質
問　
早
期
開
通
に
向
け
た

国
・
県
へ
の
要
望
活
動
と
広

域
連
携
は
。

町
長　
期
成
同
盟
会
で
の
要

望
に
加
え
、
町
・
議
会
・
経

済
団
体
・
住
民
が
一
体
と

な
っ
た
町
単
独
の
要
望
活
動

を
継
続
す
る
。
伊
豆
地
域
の

自
治
体
や
国
会
議
員
や
県
議

会
議
員
と
も
情
報
共
有
し
、

連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

質
問　
早
期
開
通
に
向
け
た

推
進
体
制
は
。

副
町
長　
関
係
市
町
と
連
携

し
、
国
と
の
情
報
収
集
を
強

化
す
る
と
共
に
、
議
会
や
民

間
と
協
力
し
た
独
自
要
望
も

重
要
と
考
え
る
。

他
「
河
津
小
学
校
新
校
舎
建

設
に
つ
い
て
」
１
件

質
問　
こ
れ
ま
で
の
防
災
減

災
対
策
へ
の
評
価
と
、
今
後

の
考
え
は
。

町
長　
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
全
戸
配
布
や
年
３
回
の
訓

練
、
避
難
路
整
備
、
同
報
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
で
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
。
災
害
の

激
甚
化
は
強
く
認
識
し
て
お

り
、「
こ
こ
ま
で
や
れ
ば
十

分
」
と
い
う
基
準
は
無
く
、

そ
の
時
々
で
最
善
を
尽
く
す

こ
と
が
重
要
。

質
問　
防
災
の
政
策
上
の
位

置
づ
け
と
、防
災
課
の
役
割
。

町
長 

防
災
は
重
要
施
策
の

一
つ
で
あ
り
、
自
助・共
助・

公
助
が
機
能
す
る
こ
と
が
被

害
軽
減
に
つ
な
が
る
。
特
に

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

が
防
災
力
向
上
の
基
盤
と
な

り
、
防
災
課
は
平
時
・
災
害

時
の
両
面
で
不
可
欠
。

質
問 

国
県
と
の
連
携
や
国

土
強
靱
化
へ
の
考
え
は
。

町
長　
特
定
の
災
害
に
限
定

せ
ず
、
幅
広
い
災
害
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
え
、
国
・

県
と
連
携
し
財
源
確
保
と
施

策
推
進
を
図
る
。
国
土
強
靱

化
や
事
前
復
興
も
、
内
容
を

精
査
し
検
討
し
て
い
く
。
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河津町議会だより 第108号 令和 8 年１月21日

正
まさ

 木
き

 誠
せい

 司
じ

 議員

質
問

答
え
高
齢
者
が
元
気
に
暮
ら
す
た
め
に
は

役
場
が
一
体
と
な
り
進
め
る

質
問　
町
が
高
齢
者
施
策
を

進
め
る
う
え
で
高
齢
化
率
や

県
独
自
の
お
達
者
年
齢
等
の

指
標
が
あ
る
が
、
小
規
模
自

治
体
で
は
バ
ラ
つ
き
が
大
き

く
あ
て
に
な
ら
な
い
。
町
と

し
て
独
自
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
に
よ
る
各
種
施
策
を
は
じ

め
、
役
場
各
課
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

健
康
増
進
課
長　
高
齢
者
が

集
ま
る
場
へ
保
健
師
、
管
理

栄
養
士
、
理
学
療
法
士
等
が

訪
問
し
て
健
康
講
座
や
健
診

結
果
に
合
わ
せ
た
保
健
指

導
、
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

福
祉
介
護
課
長　
予
防
事
業

と
し
て
介
護
予
防
教
室
や
認

知
症
カ
フ
ェ
の
開
催
。
生
活

支
援
と
し
て
交
流
サ
ロ
ン
開

催
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
高
齢
者
の
孤
立
の
予
防
、

民
生
委
員
に
よ
る
見
守
り
、

外
出
支
援
の
「
つ
な
バ
ス
」

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
医
療
機
関
や
介
護
機

関
と
役
場
の
各
課
が
連
携
し

一
体
的
・
重
層
的
に
支
援
を

進
め
て
い
く
。

他
「
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
工

事
発
生
土
の
活
用
に
つ
い

て
」
１
件

質
問

答
え
河
津
町
の
動
物
愛
護
の
取
り
組
み
は

現
状
の
ま
ま

質
問　
猫
の
不
妊
・
去
勢
費

用
に
つ
い
て
、
現
在
は
１
／

２
相
当
額
を
補
助
し
て
い
る

が
、
保
護
猫
等
の
各
種
費
用

に
つ
い
て
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
自
腹
で
負
担
し
て
い

る
。
保
護
猫
や
飼
育
崩
壊
し

た
猫
の
去
勢
・
避
妊
手
術
費

用
に
つ
い
て
町
で
全
額
負
担

が
出
来
な
い
か
。

町
長　
県
内
全
て
の
自
治
体

が
上
限
を
設
け
て
補
助
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
の
補
助

金
の
額
が
妥
当
で
あ
る
。

質
問　
公
益
財
団
法
人
ど
う

ぶ
つ
基
金
が
自
治
体
と
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
さ

く
ら
ね
こ
無
料
避
妊
手
術
事

業
」
に
登
録
し
て
発
行
さ
れ

る
無
料
の
避
妊
手
術
券
に
よ

り
、
個
人
の
負
担
を
少
し
で

も
減
ら
せ
な
い
か
。

町
長　
現
状
で
町
に
寄
せ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
飼
い
主
の

い
な
い
猫
へ
の
餌
や
り
に
よ

る
通
行
支
障
や
生
活
上
の
迷

惑
の
苦
情
が
多
く
、
賀
茂
保

健
所
へ
通
報
し
、
県
と
共
同

で
現
地
に
出
向
き
、
無
責
任

な
餌
や
り
行
為
等
へ
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
制
度
を
利

用
し
て
も
現
状
の
課
題
解
決

に
は
な
ら
な
い
と
思
う
の

で
、
他
団
体
へ
の
加
入
は
考

え
て
い
な
い
。

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

個人ボランティア頼りの猫たち
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質
問

答
え

動画にて
議会の様子が
ご覧頂けます

所
信
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

皆
さ
ま
と
一
緒
に
進
め
て
い
く

上
うえ

 村
むら

 和
かず

 正
まさ

 議員
ブランド価値を高めた憲政記念館の河津桜

河津町議会だより 第108号 令和 8 年１月21日

質
問　
重
点
施
策
の
具
体
的

な
内
容
は
。

町
長　
「
河
津
桜
発
祥
の
地

と
し
て
の
磨
き
上
げ
と
リ
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
構
築
」は
、

４
年
以
内
に
河
津
桜
ま
つ
り

前
後
で
１
泊
も
し
く
は
２
泊

で
町
内
に
泊
ま
っ
て
い
た
だ

き
、「
サ
ン
キ
ュ
ー
河
津
桜
、

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
河
津
桜

サ
ミ
ッ
ト
」
の
個
人
的
構
想

を
持
っ
て
い
る
。
河
津
桜
の

リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い

て
は
認
定
制
度
を
策
定
し
、

発
祥
地
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
上

げ
て
い
き
た
い
。

「
稼
ぐ
自
治
体
の
体
制
づ
く

り
」
は
、
宿
泊
税
な
ど
を
河

津
町
に
あ
っ
た
形
で
検
討
す

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
イ
ズ
ー
の
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
体
験
ツ
ア
ー
や
私
の

名
刺
の
裏
に
ふ
る
さ
と
納
税

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付
け
る
な

ど
、
新
し
い
試
み
で
納
税
総

額
２
億
円
を
目
標
と
す
る
。

「
１
次
産
業
の
活
性
化
と
６

次
産
業
化
に
向
け
た
支
援
」

は
、
ま
ず
は
県
も
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
へ
の
支
援
等
の

取
組
を
お
こ
な
う
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
単
費
で
な
く
、

国
県
の
補
助
金
等
が
利
用
で

き
な
い
か
を
模
索
し
た
い
。

「
活
気
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
」
は
、
地
域
で

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

事
業
に
対
し
支
援
の
検
討
が

出
来
た
ら
と
感
じ
て
い
る
。

「
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
路
の

早
期
開
通
と
町
内
ア
ク
セ
ス

道
路
整
備
促
進
」
は
、
関
係

各
所
と
の
連
携
を
図
り
、
進

め
て
い
き
た
い
。

質
問　
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
施
策
、地
域
医
療
、

地
域
産
業
力
、
企
業
誘
致
や

雇
用
の
創
出
強
化
等
を
町
民

が
求
め
て
い
る
と
感
じ
る
が
。

町
長　
地
域
活
性
化
起
業
人

制
度
の
活
用
を
検
討
し
た

い
。
大
き
な
工
場
誘
致
な
ど

は
現
状
で
は
で
き
な
い
と
考

え
て
い
る
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
な

ど
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
実
証
実
験
等
を
チ
ャ
レ
ン

ジ
さ
せ
、
自
治
体
の
信
頼
を

最
大
限
活
用
し
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
成
功
事
例
を
積
み

重
ね
、
こ
の
町
で
起
業
を
し

て
頂
き
、
実
証
実
験
の
で
き

る
町
と
し
て
確
立
で
き
た
ら

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

る
と
考
え
て
い
る
。
地
域
医

療
は
、
町
内
医
療
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
守
っ
て
い
き
た

い
。

　
私
だ
け
で
は
何
も
で
き
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
が
こ
の
町
を

愛
し
誇
り
を
持
っ
て
も
ら

い
、
町
の
た
め
に
頑
張
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
、

必
然
的
に
い
い
サ
イ
ク
ル
が

で
き
る
と
感
じ
て
い
る
。
そ

う
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
、

町
政
を
前
に
進
め
て
い
き
た

い
。
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渡 邉   弘 議長

議
会
の
う
ご
き

Facebook
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Instagram
QRコード

常
任
委
員
会

第
１
常
任
委
員
会

第
２
常
任
委
員
会
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下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
―

11
月
13
日

議
会
全
員
協
議
会

●
次
期
指
定
管
理
者

選
定
委
員
会
の
審
議
の
結

果
、
現
指
定
管
理
者
の
審
査

は
合
格
点
に
達
し
て
い
て
、

継
続
が
適
当
で
あ
る
と
説
明

を
受
け
た
。

対
象
施
設
は
、
下
田
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
・
同
付
属
み

な
と
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
介
護
老

人
保
健
施
設
な
ぎ
さ
園
で
、

指
定
管
理
者
は
医
療
法
人
社

団
静
岡
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
。
指
定
管
理
の
契
約

は
、
令
和
９
年
か
ら
の
６
年

間
。

●
将
来
構
想
調
査

　
　
　
特
別
委
員
会 

発
足

一
組
議
会
議
員
に
よ
る
病
院

運
営
や
地
域
医
療
の
課
題
把

握
を
行
っ
て
い
く
組
織
。
そ

の
た
め
に
三
重
県
鳥
羽
市
の

島
し
ょ
部
が
多
い
地
域
で
の

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
、
医
療

M
aaS

を
視
察
し
た
。

東
河
環
境
セ
ン
タ
ー

一

部

事

務

組

合

９
月
24
日

第
２
回
定
例
会

●
令
和
６
年
度
決
算

歳
入 

８
億
２
３
９
５
万
円

歳
出 

７
億
１
１
３
５
万
円

他
に
条
例
改
正
１
件
、
請
負

契
約
１
件
、
補
正
予
算
１
件

の
３
議
案
審
議
し
可
決
し
た
。

●
資
源
ゴ
ミ
の
再
資
源
化

６
年
度
は
圧
縮
ア
ル
ミ（
缶
）

及
び
新
聞
（
資
源
）、
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
高
騰
な
ど
に
よ

り
大
幅
に
販
売
額
が
伸
び
た
。

令
和
５
年
度
収
支
は
、
マ
イ

ナ
ス
４
０
３
万
円
に
対
し
令

和
６
年
度
収
支
は
１
，
２
４

８
万
円
。

議
会
議
長
会
事
業　
　
３
件

議
長
に
要
請
の
あ
っ
た
諸
会

合
な
ど　
　
　
　
　
　
14
件

例
月
出
納
検
査
結
果
・
定
期

監
査
結
果
の
報
告　
　
４
件

議
会
運
営
委
員
会　
　
１
件

常
任
委
員
会　
　
　
　
13
件

議
会
改
革
特
別
委
員
会
３
件

そ
の
他
議
会
活
動

10
月
10
日

賀
茂
地
区
議
員
研
修
会

10
月
11
日

東
京
河
津
桜
会
総
会 

出
席

12
月
２
日

●
福
祉
介
護
課　
情
報
共
有

福
祉
介
護
課
長
・
同
係
長
と

共
に
令
和
８
年
に
向
け
て
の

事
業
構
想
に
つ
い
て
、
認
定

こ
ど
も
園
の
進
捗
や
、
地
域

支
え
あ
い
体
制
、
福
祉
バ
ス

（
つ
な
バ
ス
）
の
現
状
説
明

と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

●
共
助
型
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

実
証
実
験
の
報
告

９
月
27
日
か
ら
10
月
10
日
の

夕
方
以
降
運
行
し
た
。

14 日間　17：30～ 22：30実施
乗車件数　  99件
乗車人数　239人
町外やドイツ、中国の方も利用
宿泊者の飲食、買い物も多い
今後も運行して欲しい。意見多し

常
任
委
員
会
の
開
催

10
月
10
日

11
月
20
日

12
月
２
日

　
能
登
半
島
視
察
研
修
報
告

に
つ
い
て
協
議

９
月
24
日

　
自
衛
隊
協
力
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
委
員
長
出
席

11
月
10
日

　
第
一
回
河
津
町
社
会
教
育

委
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河津ザクライドの結果



議会だより第108号議会だより第108号
読者アンケート読者アンケート読者アンケート読者アンケート締め切り

2月末日必着
　読者の皆様のご意見を紙面に反映したく、下記のアンケートにぜひご協力ください。
　各質問の回答をご記入の上、ＦＡＸ又はメール、郵送（封筒）にて河津町議会事務局宛にお送り
ください。または、下記ＱＲコードから、ＷＥＢ回答できます。

スマホで簡単に
アンケート回答
ができます

●  送付先：〒 413−0595  静岡県賀茂郡河津町田中212−2　
　　　　　　　　　　　　河津町役場 議会事務局
　　　　　　　　　　　　※切手代などは各自ご負担願います。

Ｑ１　「興味を引いた」あるいは「役に立った」記事は？

Ｑ２　「議会だより」の記事で目を通したものは？（□にレ点をつけてください。
複数回答可）
□ P . 2 〜 P . 3　令和８年議員の抱負
□ P . 4 〜 P . 5　出張！河津町議会
□ P . 6 〜 P . 7　議会改革特別委員会

Ｑ３　議会だよりに対する満足度は、どのくらいですか？（□にレ点をつけてく
ださい。）

Ｑ４　議会だよりの記事への感想、取り上げてほしいテーマなどがあればご記入
ください。

□１．大変満足　　□２．まあまあ満足　　□３．もう少し　　□４．不満

アンケート回答者の中から抽選で、５名様に「踊り子温泉会館
入浴券」を差し上げます。
なお、当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

お名前（任意）
ご住所（任意）
連絡先（任意）

無記名でも回答いただけます。ただし、プレゼントの対象にはなりません。

抽選で５名様に
「踊り子温泉会館入浴券」
           プレゼント !!
お寄せいただきましたご意見・ご感想は、議会だよりで紹介及び議員内で共有させていただく場合があります。また取材や
原稿依頼等をさせていただく場合は、広報常任委員会から改めて連絡いたします。回答いただいた個人情報は、ご本人の許
可なく外部に提供することはありません。　　　　� 　　　　　　　 議会事務局　TEL0558−34−1957

FAX 番号 0558−34−1405
E-mail:gikai@town.kawazu.lg.jp

□ P . 8　　　　　定例会・臨時会
□ P . 9 〜 P . 13　町政を問う（一般質問）
□ P . 14　　　　 議会のうごき・常任委員会・
　　　　　　　　 一部事務組合
□ P . 16　　　　 私の一言・編集後記

議会だより第108号議会だより第108号



河津町議会だより 第108号 令和 8 年 1 月21日

　昨年５月に河津町商工会青年部長に就任し、早
くも町は河津桜まつりに向け、活気づく季節とな
りました。青年部では、講習会や視察研修、伊豆
地区青年部との交流を通じ自社や地域の未来につ
ながる学びを重ねてきました。交流の中では、人
口減少や地域課題など厳しい現状も共有されまし
た。そのような中、将来の事業者育成を目的に、
小学生向けの仕事体験事業を継続しています。体
験をきっかけに工業系大学へ進学する子どもの話
もあり、大きな励みとなりました。
　今後も仕事体験、町のイベントに積極的に参加
し、次世代の若者が帰って来られる様、取り組ん
でまいります。
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　平成25年から始まった「河津寄って軽トラ市」
は、地域の賑わいの創出を目的に、笹原・姫宮通
りにて年４回開催しています。昨年12月の開催
は雨天にもかかわらず、多くの方に来場・出店し
ていただきました。また、河津町内のみならず、
近隣の市町からの来場・出店も増え、回を重ねる
ごとにこの軽トラ市が定着していることを感じて
います。
　この軽トラ市では、出店者の商品や実店舗の
PR の機会だけでなく、太鼓やキッズダンスの披
露の場を設けてきました。今後もこれらを通じて、
地域の活性化や世代を超えた人々の交流に繋げて
いきたいと思っています。
　次回３月の開催は、節目の第50回を迎えます。
多くの町民の方のご来場をお待ちしております。
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〜私の一言〜〜私の一言〜

発行：河津町議会　編集：広報常任委員会　〒 413-0595 静岡県賀茂郡河津町田中 212-2　☎ 0558（34）1957　gikai@town.kawazu.lg.jp

議 会 傍 聴 歓 迎 し て お り ま す 。
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河津町・東伊豆町・南伊豆町商工会青年部
交流事業での河津浜海岸清掃活動 軽トラ市のトントンコーナー


